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   Padrin,  1,1-diethyl-3-(diphenylmethylene)-2-methylpyrrolidinium bromide, is a newly deve-
loped parasympathetic blo king agent and is said to have an atropine like spasmolytic a tivity 
with little side-effect. 
   The agent was administered through intravenous route in a dose of 7.5mg to 16 patients 
with pain due to ureterolithiasis and following retrograde ureteral catheterisation. 
   A marked response was obtained in 5 patients with complete elimination f pain and a fair 
response in 7. This result is considered to be equal to or rather better than that obtained by 
 previous authors using  hyoscine-N-butylbromide. 
   No significant side-reaction was noticed.
1緒 言
私 どもは,さ き にPyrodifeniumbromide
(Padrin)の人 お よび 犬尿管 におよぼす影響 を
尿管筋電 図法に よ り検索 し,そ の成績 を報告 し
た1)こ の結果Padrinには 尿管蠕動 を抑制 す
る作用 の ある ことを明 らか に し,さ らに この作
用が尿管 疾患の疹痛 に対 して鎮痛作用 のある こ
とを推論 した.
このたび私 どもは,尿 管結石症 に よる痺痛 お
よび逆行性尿 管 カテーテル法施行後 の癒痛 を訴
えた患者16例に対 してPadrinを使 用 してかな
りの鎮痛効果 のある ことを認 めたの で 報 告 す
る.
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IV投 与 成 績
投与成績は表1に 示したとおりであり,こ の 表で



























































drin7.5mg投与後,オ ピァル1m1の 投与 によりは
じめて疹痛は消失した,
V考 按
Padrinは大 木 ら に よ り 新 規 合 成 され た も の
で,副 作 用 が 少 な く,疹 痛 緩 解 作 用 を 有 す る
3-Dipheny1-methylene-pyrrolidine誘導 体 で
あ る2}.化 学 名 は1,1-Diethy1-3-(dipheny1-
methylene)-2-methylpyrrolidiniumbromide











可能性 を指摘 した1}従 来尿管 の疹痛 に対 して
は,ア トロピン.ス コポ ラ ミン,フ ァイナ リン
お よび ブス コパ ンな どの 自律神経遮断剤が用 い
られ,有 効 な ことが指摘 されて きた.
私 どもは,こ の度16例の尿管部 に疹痛 を訴 え
た患老 に対 してPadrinを静注に よ り投与 し,
有効5例,や や有効7例,計12例(75%)に か
な りの効果 を認 めた.
この成績 は後藤 ら3㌧西村 ら軌 石神 ら5)がブ
ス コパソの鎮痛,鎮 静作用につい て報告 した成
績 と同等 以上 の有 効率 と考え られ る.こ の こと
は,さ きに報告1}した ようにPadrinの尿管蠕
動抑制効果 を尿管筋 電図法に よ り観察 した結果
か ら首肯 で きよう.
また,副 作 用の点に関 しては,さ きの報告 で
は,1～2ア ンプル(7.5～ユ5mg)を用い た場
合軽度 の口渇 お よび心悸充 進が認め られたが,
今 回1ア ンプル(7.5mg)を投 与 した ところで
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